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rプロヴァンシァル』における道徳論争と言語批判
























































































































































































































































































































言語使用との関連では､ほかに ｢暖昧論法 (丘qulVOqueS)｣と ｢心内留保 (restrlCtjonmentale)｣に
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ついて触れておかねばならない｡これは虚言の罪を免れるために案出された ｢便法｣として､｢第9の
手紙｣で紹介されるものである.前者は､｢意味の唆味な言葉を用いて､本心で思っているのとは違っ
た意味を､その言葉にこめること48｣とされるO後者は､｢唆味な言葉が見つからぬ場合に｣依拠する
手段であり､例えば実際に行ったことでも､｢行わなかった｣と誓ったあとで､｢今日は｣と小声で付
け加えれば虚言にならないと説かれる4㌔ パスカルは､r幾何学的精神について｣のなかで､不用意な
命名がもたらす唆昧さへの対処法を示していた｡それは ｢心の中で｣､定兼されたもの (名称)でなく
定義そのものを思い浮かべること､いつもありありとしたかたちで定義をもっていることであった500
｢暖味論法｣と ｢心内留保｣は､この対処法を完全に裡すものであり､意図的に唆昧さを選択する点に
おいて､｢論弁家の､人をたぶらかす奇鎖SL｣にはかならない｡これを正すには､やはり定義論の本来
の原則に立ち戻ることが必要であり､パスカルは rプロヴァンシァルjにおいでその実践に努めてい
るといえよう｡
同じ ｢第9の手耗｣は,｢定義｣についての応酬が見られる点でも注E]すべきものである｡まず ｢怠
惰｣の罪を免れさせるためにエスコパルがこの語に与えた ｢走我｣が紹介され､続いて次のような ｢走
裁｣論が展開されるo
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さあ､これで､万事をうまく定義することがどんなに大切かが､よくおわかりでしょうな｡はい､
神父さま､と私は言った｡それにつけても､殺人､不意打ち､余分の富などについて､どういう
亙藍を与えておられたかを思い出します｡それなら､神父さま,この方法をどうしてあらゆる場
合に適用なきらないのですか｡あらゆる罪に､あなた方流の左盤をお与えになれば､快楽をむさ
ぼりながら､罪はおかきずにすみますのに｡
そのために,と彼は言った｡いちいち亙義を変えることは必ずしも必要ないのですO
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こうしてイエズス会の道徳説をめぐる主たる論点のひとつが､走兼の問題にはかならないことが明瞭
に語られるのである｡
結局道徳論争を通してあらわになるのは､｢なんとおぞましい言葉づかい (Quelhorrlblelanga-
gel)53｣と形容される､｢あなた方一派の言葉づかい (celangagedevotre卓cole)訓｣の実態なのであ
る｡｢第15の手紙｣では､過去の係争を例に引きつつ､イエズス会に敵対する者にはあらゆる中傷と攻
撃が浴びせかけられる様が語られ､続いてこう述べられる｡
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それでは､あなた方の且監藍では､あなた方の会を攻撃することと､異端であることとは同じひ
とつのことなのですかOこれはまあおかしな異端もあるものですね､神父さま｡こうなると､あ
なた方の著作のなかで､こんなにも多くのカトリック信徒が異端と壁igilているのを見ると,そ
れは,｢彼らは､我々を攻撃する者であるとみなされる｣ということだけをおっしゃりたいこと
になりますねD皆がこういうあやしい盈盈藍に通じてくれるとよいのですがね､神父さま｡こう
いう用語法に従うと､さしずめ､私などは大異端者であることは間違いありません｡そこで､あ
なた方があんなにたびたび私に異端の名を与えてくださったのも､この量産をこめてだったので
すね｡
下線を引いた語がどれも定掛 こ関わる言葉であることに注意しようO｢異端｣という語のイエズス会に
よる新しい走去は ｢会を攻撃する者｣であるとパスカルは批判する｡これもまた彼によれば名称の定
義の濫用なのである｡
= 結語
筆者は先に､初期 rプロヴァンシァル]論争が､｢言葉の争い｣､｢言語使用のモラルを問う戦い｣と
いう性格を顕著に示す事実を検証し､そこに見られるアルノー弁護の論理が､真空問題を中心とする
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科学論争と､それを椅まえた科学的′ト品における方法論的考察から.いかに多くの成果を受け継いで
いるかを明らかにした｡本箱ではそれを踏まえ､イエズス会の道徳説批判にあてられた中期の論争に
おいても､同じ事態が確認できることを､引用と定義という､ともに言語使用にかかわる2つの披点
から検討した｡
引用とは､Jl.スカルが ｢第13の手紙｣で明言するとおり ｢部突問題｣にはかならず.それを目で見
て判断するのは､ここでも視覚の役割であるo論争中期の前半部では､専らイエズス会系良心例学者
の弛催した道徳を､引用という手段によって読者の視覚にさらすことが問題であった.後半に移ると､
モンクルト=パスカルによる引用の正当性という争点がこれに加わるCこの新たな争点のなかには､イ
エズス会側が存在すると主張する章句の不在を明らかにすること.あるいは逆に,彼らが存在しない
と言い張る原文を著作のうちに示すこと､の2つが含まれる｡これは､見かけの空所において､どん
な物質も感覚に映じないがゆえにその空間は真空であり､物質の存在を言うためには.感覚による把
握こそが必要とする共空詮争の主張の延長線上にあるC
イエズス会の道丘説には､個々の項Elの乱脈ぶりとは別に､パスカルに言わせれば､言語使用にお
ける不誠実､言語使用のモラルの逸脱という見逃しがたい特性があった｡用語の解釈､好都合な事情
の付加､新語の創臥 ｢唆昧論法｣､｢心内留保｣等々､rプロヴ7ンシ7ル｣を通して有名になった奇
怪な便法は､すべて言語のゆがんだ使用例であり.パスカルが r幾何学的精神についてJのなかで説
明に心を砕いた名称の定義の規則をなす行為であった｡こうして､モンタルトはついに､｢なんとおぞ
ましい言葉づかいでしょう｣と叫ぶのである.論争の核心のひとつが言語批判にあることを.著者自
身きわめて明瞭に理解していた証左といえる｡
このように見てくるならば､rプロヴ7ンシァル｣論争は､アルノ-弁護とイエズス会の道徳説批判
のいずれにおいても､言語使用をめぐる争いであり､′(スカルの主張を一貫して支えているのは.真
空論争以来彼が手に入れた詮理と方法であることが了解される｡
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